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『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙

　
　
　
十
八
世
紀
の
凋
防
方
言
と
「
中
国
五
星
言
語
地
図
』

　
小
稿
は
享
保
元
文
年
間
に
幕
府
の
要
請
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
産
物
帳
と
そ
の
関
係

資
料
に
っ
い
て
、
そ
れ
を
近
世
中
期
の
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
を
旧
周

防
国
す
な
わ
ち
山
口
県
東
南
部
に
例
を
と
っ
て
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
使
用
す
る
主
な

資
料
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
①
　
周
防
産
物
名
寄
（
『
長
防
産
物
名
寄
』
の
う
ち
）

　
　
②
　
周
防
岩
国
吉
川
左
京
領
内
産
物
井
方
言

　
　
③
　
玖
珂
郡
熊
毛
郡
産
物
名
寄
帳

　
　
④
　
周
防
国
都
濃
郡
徳
山
領
産
物
附
立

　
各
文
献
の
概
略
を
記
し
て
お
く
。
．
①
「
周
防
名
寄
」
を
含
む
『
長
防
産
物
名
寄
』
に

は
烏
田
智
庵
の
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
六
月
の
自
序
が
あ
り
、
国
会
図
書
館
蔵
の
一

本
は
同
三
年
八
月
の
写
本
で
あ
る
。
内
容
は
前
半
が
「
長
門
産
物
名
寄
」
で
、
本
稿
で

使
用
す
る
の
は
後
半
の
「
周
防
産
物
名
寄
」
の
部
分
で
あ
る
。
実
質
的
に
は
「
周
防
国

産
物
帳
」
で
あ
る
が
、
元
文
五
年
頃
に
幕
府
へ
提
出
さ
れ
た
完
成
本
で
は
な
い
。
元
文

　
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙
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五
〇

二
年
十
月
に
い
っ
た
ん
作
成
し
、
内
見
と
し
て
江
戸
へ
送
ら
れ
た
中
間
報
告
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
序
文
の
日
付
か
ら
み
る

と
、
中
間
報
告
作
成
の
た
め
に
用
意
さ
れ
た
も
の
に
、
烏
田
智
庵
が
注
記
な
ど
を
加
え
た
も
の
ら
し
い
。
完
成
本
が
伝
わ
ら
な
い
以
上
、
周

防
国
産
物
帳
の
全
貌
を
う
か
が
う
事
が
で
き
る
唯
一
の
資
料
と
な
っ
て
い
る
。
②
「
岩
国
産
物
」
は
萩
藩
の
命
で
元
文
元
年
四
月
に
支
藩

の
岩
国
藩
か
ら
提
出
さ
れ
た
産
物
調
書
で
、
そ
の
原
本
か
と
思
わ
れ
る
。
資
料
名
に
「
方
言
」
と
す
る
の
は
、
産
物
名
の
見
出
し
の
下
に
「
～

モ
」
の
形
で
注
記
さ
れ
た
異
名
を
意
味
す
る
。
周
防
名
寄
編
集
の
主
な
材
料
は
こ
れ
か
ら
得
ら
れ
た
。
③
「
玖
珂
熊
毛
産
物
」
は
岩
国
藩
の

西
に
隣
接
す
る
玖
珂
郡
と
熊
毛
郡
か
ら
出
さ
れ
た
産
物
調
書
で
あ
る
。
現
存
の
写
本
は
元
文
四
年
三
月
の
識
語
を
有
す
る
か
ら
①
に
遅
れ

る
事
に
な
る
が
、
同
内
容
の
報
告
が
元
文
二
年
以
前
に
送
ら
れ
て
い
た
と
識
語
か
ら
推
定
し
て
使
用
す
る
事
に
す
る
。
④
「
徳
山
産
物
」
は

徳
山
藩
か
ら
提
出
さ
れ
た
時
期
、
事
情
と
も
不
明
で
あ
る
が
、
前
記
資
料
と
密
接
な
関
連
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
に
用
い
る
。

　
引
用
本
文
は
、
①
は
国
会
図
書
館
蔵
元
文
三
年
写
本
に
よ
り
、
②
以
下
は
『
享
保
元
文
諸
国
産
物
帳
集
成
』
第
皿
巻
（
科
学
書
院
）
所

収
の
も
の
を
用
い
る
。
同
『
集
成
』
第
w
巻
に
は
、
周
防
国
と
長
門
国
の
絵
図
註
書
お
よ
び
関
係
文
書
資
料
が
収
め
ら
れ
て
い
て
、
皿
巻

所
収
の
他
資
料
と
共
に
参
考
に
す
べ
き
点
が
多
い
。
な
お
、
資
料
①
が
②
～
④
に
多
く
を
負
う
事
は
目
野
巌
氏
の
『
防
長
本
草
学
及
生
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
）

学
吏
』
に
述
べ
ら
れ
、
筆
者
に
も
詳
し
く
検
討
を
加
え
た
別
稿
が
あ
る
。

　
さ
て
、
産
物
資
料
を
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
利
用
す
る
場
合
、
い
く
っ
か
の
難
点
が
存
在
す
る
。
ま
ず
、
文
献
資
料
の
常
と
し
て
、
仮

名
表
記
で
あ
る
と
漢
字
表
記
で
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
文
字
で
記
載
さ
れ
て
い
る
産
物
名
が
実
際
に
は
何
に
該
当
す
る
の
か
を
厳
密
に
は
決
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注
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）

定
し
が
た
い
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
問
題
に
っ
い
て
は
、
か
っ
て
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
を
例
と
し
て
述
べ
た
事
が
あ
る
。
例
え
ば
、
島
根

県
内
の
樹
木
名
を
調
査
さ
れ
た
沖
村
義
人
氏
に
よ
る
と
、
出
雲
地
方
で
ヒ
ノ
キ
科
ヒ
ノ
キ
と
サ
ワ
ラ
を
指
す
名
称
が
標
準
名
と
入
れ
違
っ

　
　
　
　
　
（
注
3
）

て
い
る
と
い
う
。
ヒ
ノ
キ
を
呼
ぶ
の
に
サ
ワ
ラ
と
言
い
、
サ
ワ
ラ
を
ヒ
ノ
キ
と
呼
ぷ
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
同
科
の
ヒ
バ
を
含
め
て
、
ア

サ
カ
ペ
と
い
う
、
地
方
名
が
各
々
に
存
し
、
全
体
と
し
て
の
統
一
が
な
い
。
従
っ
て
、
木
類
に
載
っ
て
い
る
「
檜
。
サ
ワ
ラ
」
を
記
事
の

ま
ま
に
理
解
し
て
よ
い
の
か
迷
う
し
、
「
ア
サ
カ
ベ
」
に
至
っ
て
は
ど
の
種
と
も
決
め
か
ね
る
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
産
物
帳
そ
の
も
の
が
現
在
の
図
鑑
類
の
よ
う
に
厳
密
な
分
類
と
整
理
の
結
果
で
な
い
事
に
起
因
す
る
難
点
が
あ
る
。
再
び
出
雲



の
樹
木
に
例
を
と
る
と
、
産
物
名
疏
に
は
「
馬
酔
木
、
マ
メ
ィ
リ
シ
バ
」
の
2
種
を
載
せ
る
が
、
こ
の
場
合
は
別
種
と
解
す
る
の
は
適
当

で
な
い
。
あ
る
郡
の
マ
メ
イ
リ
シ
バ
の
絵
図
註
書
に
ア
セ
ブ
に
似
て
い
る
と
記
し
て
お
り
、
絵
図
を
見
れ
ば
や
は
り
現
在
の
馬
酔
木
（
ア

セ
ビ
）
に
類
似
し
て
い
る
。
同
種
の
樹
木
を
ア
セ
ボ
と
す
る
別
の
郡
も
あ
っ
て
、
同
じ
樹
木
が
地
域
に
よ
り
異
な
っ
た
呼
称
の
ま
ま
報
告

さ
れ
、
産
物
帳
編
集
段
階
で
も
十
分
に
整
理
さ
れ
ず
に
採
択
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
異
名
同
種
の
産
物
が
存
在
す
る
可
能

性
を
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
問
題
を
い
っ
そ
う
難
し
く
す
る
の
は
、
異
な
っ
た
見
出
し
で
あ
れ
ば
異
な
っ
た
産
物
に
該
当
す
る
と
い
う
前
の
例
と
、
見
出
し
を
異
に

し
て
い
て
も
実
際
に
は
同
じ
産
物
に
該
当
す
る
と
い
う
後
の
例
と
が
、
矛
盾
を
含
む
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
避
け
よ
う
と
す
れ
ば
、
結
局

は
一
つ
ひ
と
つ
の
記
事
を
慎
重
に
再
整
理
す
る
と
い
う
迂
遠
な
方
法
を
と
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
他
に
も
、
漢
名
の
訓
み
の
問
題
、
仮

名
表
記
で
あ
っ
て
も
濁
点
を
ど
う
施
す
か
な
ど
、
精
確
な
分
類
と
語
形
を
得
よ
う
と
す
れ
ば
困
難
が
多
い
。

　
周
防
名
寄
の
よ
う
に
編
集
材
料
を
提
供
し
た
資
料
が
存
在
し
、
後
に
再
編
集
さ
れ
た
周
防
国
産
物
帳
が
一
部
推
定
で
き
る
場
合
に
も
、
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）

別
種
の
問
題
が
存
在
す
る
。
左
に
岩
国
産
物
帳
と
周
防
名
寄
、
お
よ
び
他
資
料
か
ら
推
定
し
た
完
成
本
「
周
防
国
産
物
帳
」
の
記
事
を
対

照
し
て
示
す
◎
周
防
名
寄
の
記
載
形
式
は
他
に
な
ら
っ
て
変
更
し
た
。

　
〔
岩
国
産
物
〕

ト
ン
ホ
ウ

蜻
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マ

『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙

〔
周
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産
物
名
寄
〕

ヤ
ン
7

晴
艇

　
　
ア
ヲ
ヤ
ソ
マ
モ

　
其
雌
ヲ

　
　
　
油
メ
ン

　
　
　
　
　
シ
マ
ヤ
ン
マ
臣

シ
ホ
ヤ
キ

白
蜻
挺

　
白
ト
ン
ホ
ウ

　
　
ハ
イ
ト
リ
ト
ン
ホ
ウ
匠

　
其
雌
ヲ

　
　
　
モ
ン
ギ
ト
云

〔
周
防
国
産
物
帳
〕

ト
ソ
ホ
ウ

蜻
艇

　
　
ヤ
ン
マ
臣

　
其
雌
ヲ

　
　
　
油
メ
ン

　
　
　
　
シ
マ
ヤ
ン
マ
モ

ア
ヲ
ヤ
ン
マ

シ
ホ
ヤ
キ

白
蜻
挺

　
　
白
ト
ン
ホ
ウ

　
　
ハ
イ
ト
リ
ト
ン
ホ
ウ
盾

　
其
雌
ヲ

五
一



五
二

深
山
ヤ
ソ
マ

　
ク
ダ
マ
キ

甚
太
〔
也
〕

＊右
岩
国
よ
り
御
付
出
如
是
侯
、

江
戸
初
手
御
付
出
ハ
題
書
え

ヤ
ン
マ
と
カ
ナ
付
有
又
侯
得

共
、
此
度
者
ト
ン
ホ
ウ
と

仮
名
付
相
成
侯
、
ト
ン
ホ
ウ

之
方
言
二
有
之
侯
、
青
ヤ
ン
マ

此
度
ハ
一
ツ
書
二
相
成
侯
、

題
書
之
ヤ
ン
マ
ノ
カ
ナ

此
度
方
言
二
相
成
侯
、
御
付
出

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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左
之
通
、
入
ま
し
り
も
有
之
侯
事

シ
マ
ト
ン
ホ
ウ
圧

ヲ
昌
ヤ
ソ
マ

鬼
蜻
挺

　
　
ヲ
ニ
ト
ン
ホ
ウ
匠

　
ミ
山
ト
ン
ホ
ウ

　
　
　
ク
ダ
マ
キ
圧

ア
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ト
ン
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ウ

赤
卒

　
　
ヤ
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シ
ト
ン
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ウ
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ボ
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ア
カ
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．
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蜻
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ヲ
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深
山
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ン
ホ
ウ

　
　
ク
タ
マ
キ
臣

　
　
甚
太
也

右
上
に
挿
入
し
た
の
は
、
岩
国
産
物
と
周
防
国
産
物
帳
の
相
違
点
を
ま
と
め
た
記
事
で
あ
る
。
整
理
し
て
示
す
と
、
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ボ
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マ
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↓
　
ヤ
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一
種
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ヤ
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種
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ヤ
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マ
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異
名
　
　
　
↓
　
独
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ヤ
ン
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↓
　
ト
ン
ボ
ウ
の
雌
の
異
名

と
な
り
、
細
部
の
手
直
し
と
い
う
程
度
で
は
な
い
。
各
資
料
の
編
集
は
相
当
の
知
識
が
あ
る
者
が
担
当
し
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
結
果
が
右

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
6
）

の
大
幅
な
記
述
の
変
更
で
あ
る
か
ら
、
ど
の
段
階
の
資
料
を
信
頼
し
て
現
在
の
ト
ン
ボ
類
に
比
定
す
べ
き
か
決
め
か
ね
る
の
で
あ
る
。
編

集
過
程
が
分
か
っ
て
い
る
た
め
に
却
っ
て
困
難
が
増
す
こ
と
が
あ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
産
物
資
料
に
内
在
す
る
利
用
上
の
難
点
は
、
時
間
を
費
や
し
て
も
完
全
な
解
決
が
期
待
で
き
そ
う
に
な
い
。
当
面
は
洩
問

題
ご
と
に
対
処
す
る
と
い
う
便
宜
的
な
方
法
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。
本
稿
で
用
い
る
例
も
そ
う
し
た
中
で
得
た
も
の
で
あ
る
。



　
方
言
語
彙
資
料
と
し
て
の
有
効
性
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
検
討
の
方
向
を
考
え
て
み
た
。

　
第
一
に
は
、
分
類
や
意
味
な
ど
の
微
妙
な
問
題
に
提
わ
れ
ず
、
と
に
か
く
当
該
地
域
の
現
代
の
語
彙
と
比
較
し
て
一
致
す
る
記
事
の
存

在
を
指
摘
す
る
事
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
文
献
に
記
載
さ
れ
る
事
が
稀
な
方
言
語
彙
を
、
二
世
紀
以
前
に
地
元
で
作
成
さ
れ
た
資
料
で
確
認

す
る
事
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
大
き
な
意
味
が
あ
る
。
し
か
し
、
産
物
資
料
独
自
の
有
効
性
を
示
す
た
め
に
は
、
現
代
の
事
実
の

遡
及
的
確
認
に
と
ど
ま
ら
な
い
当
該
地
域
方
言
の
歴
史
に
新
た
な
展
望
を
も
た
ら
す
事
が
望
ま
し
い
。
今
は
存
在
し
な
い
、
い
わ
ば
失
わ

れ
た
方
言
語
彙
の
分
布
を
反
映
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
分
類
の
暖
昧
さ
が
払
拭
で
き
ず
、
整
理
が
徹
底
し
て
い
る
か

ど
う
か
に
疑
問
が
残
る
も
の
の
、
網
羅
的
記
載
を
原
則
と
す
る
産
物
資
料
に
は
偶
然
の
例
や
不
注
意
に
よ
る
記
載
漏
れ
の
可
能
性
が
一
般

の
文
献
よ
り
も
少
な
い
は
ず
で
あ
る
。
京
都
や
江
戸
か
ら
見
て
珍
し
い
語
だ
け
を
集
め
た
方
言
集
で
は
な
い
か
ら
、
あ
る
程
度
体
系
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
7
）

検
討
に
も
適
す
る
だ
ろ
㍉
。
こ
う
し
た
第
二
の
方
向
へ
進
む
た
め
に
は
、
別
に
適
切
な
方
法
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
広
戸
惇
氏
の
『
中
国
五
基
言
語
地
図
』
を
対
照
資
料
と
し
て
使
用
し
、
そ
の
周
防
地
域
か
ら
書
き
抜
い
た
語
形
を
産
物
資

料
の
記
事
と
比
較
す
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
す
る
。
収
録
語
数
が
豊
富
な
方
言
辞
典
類
で
は
な
く
言
語
地
図
を
用
い
た
理
由
は
、
主
に
第

二
の
方
向
で
検
討
し
た
い
た
め
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
二
世
紀
余
を
隔
た
る
比
較
で
あ
る
か
ら
、
周
防
地
域
の
方
言
分
布
状
況
が
そ
の
間
に

変
化
し
て
い
る
事
が
当
然
予
想
さ
れ
る
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
地
域
単
位
の
辞
典
類
と
の
比
較
で
は
既
に
周
辺
地
域
へ
分
布
が
移
っ
て

し
ま
っ
た
語
の
行
方
を
知
る
事
は
で
き
な
い
。
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
の
刊
行
で
事
情
は
変
わ
っ
て
く
る
だ
ろ
う
が
、
周
辺
地
域
の
状
況

を
容
易
に
一
覧
で
き
る
言
語
地
図
と
の
比
較
が
現
段
階
で
は
適
当
だ
と
考
え
た
。

　
作
業
の
実
際
は
、
『
中
国
五
基
言
語
地
図
』
の
中
か
ら
岩
国
市
周
辺
（
県
別
地
点
番
号
4
7
・
5
1
・
5
2
・
5
3
）
、
北
部
を
除
く
玖
珂
郡
。
熊

毛
郡
（
同
4
2
・
4
8
～
5
0
）
、
徳
山
市
周
辺
（
同
3
7
・
4
0
・
4
1
・
4
3
．
4
4
）
の
各
地
点
に
現
れ
て
い
る
語
形
を
集
め
、
そ
れ
ら
を
産
物
資
料

の
岩
国
産
物
、
玖
珂
熊
毛
産
物
、
徳
山
産
物
が
記
載
す
る
所
と
比
較
す
る
。
産
物
資
料
の
記
載
単
位
を
項
目
と
呼
ぷ
。
こ
れ
は
見
出
し
に

限
ら
ず
、
小
分
類
さ
れ
た
種
名
、
注
記
さ
れ
た
異
名
や
成
長
名
な
ど
す
べ
て
を
同
じ
資
格
で
扱
う
。
そ
の
間
に
絶
対
的
な
区
別
が
な
い
こ

と
は
、
前
掲
ト
ン
ボ
の
例
か
ら
分
か
る
通
り
で
あ
る
。
ま
た
、
未
整
理
の
項
目
が
あ
る
可
能
性
を
考
慮
し
て
、
別
見
出
し
と
し
て
掲
げ
ら

れ
て
い
る
項
目
を
一
括
す
る
事
が
あ
る
。
地
元
資
料
が
残
る
三
地
域
以
外
の
、
特
に
周
防
西
部
の
比
較
が
で
き
な
い
が
、
周
防
名
寄
に
そ

　
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三



五
四

の
分
を
補
う
所
が
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
針
で
作
成
し
た
の
が
付
表
の
蛆
1
～
6
で
あ
る
。
た
だ
し
、
対
照
資
料
の
作
成
が
前
記
事
情
で
難
し
か
っ
た
3
1
図
「
青

い
大
型
と
ん
ぼ
（
ヤ
ン
マ
）
」
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
1
図
「
せ
ぐ
ろ
せ
き
れ
い
」
と
2
図
「
き
せ
き
れ
い
」
は
産
物
資
料

で
区
別
が
不
明
確
で
あ
る
か
ら
便
宜
的
に
一
括
し
た
◎
な
お
、
産
物
資
料
の
欄
に
示
し
た
項
目
は
、
比
較
し
易
く
す
る
た
め
に
筆
者
が
推

定
し
た
読
み
で
あ
る
。
清
濁
な
ど
訂
正
を
要
す
る
場
合
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
同
欄
の
＊
印
で
始
ま
る
項
目
は
異
名
と
し
て
載
っ
て
い

る
も
の
で
、
他
は
見
出
し
項
目
か
一
種
名
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
・
産
物
資
料
の
側
に
種
々
の
問
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
詳
述
は
す
べ
て
割

愛
す
る
。

　
最
初
に
対
照
表
を
概
観
し
て
お
こ
う
。
対
照
す
べ
き
語
形
と
項
目
の
間
で
、
数
が
対
応
し
て
い
な
い
事
も
一
因
と
な
っ
て
、
両
者
が
ほ

ぼ
完
全
に
一
致
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
も
の
も
あ
る
。
言
語
地
図
と
産
物
資
料
が
一
致
す
る
の
は
少
な
く
と
も
3
6
、

μ
、
6
7
，
8
5
，
9
1
の
各
図
、
一
致
が
見
ら
れ
な
い
の
は
8
，
9
，
3
3
，
5
1
，
5
3
へ
5
4
，
5
5
，
5
9
，
7
5
，
8
2
，
8
6
，
8
8
，
m
、
㎜
の
各
図

で
あ
る
。
残
る
大
部
分
は
、
語
形
や
項
目
の
ど
ち
ら
か
に
余
分
な
語
形
や
項
目
が
加
わ
っ
て
い
た
り
、
語
形
が
多
少
変
化
し
て
い
る
た
め

に
一
致
し
な
い
場
合
や
、
8
0
図
「
曼
珠
沙
牽
」
の
よ
う
に
多
彩
な
語
形
と
項
目
を
持
ち
な
が
ら
イ
ッ
ト
キ
バ
ナ
が
共
通
す
る
だ
け
と
い
う

場
合
も
あ
り
、
基
準
の
取
り
方
次
第
で
一
致
す
る
と
も
し
な
い
と
も
判
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
一
っ
で
も
共
通
す
る
点
が
あ
れ
ば
一
致

と
判
定
す
る
な
ら
、
全
六
十
九
図
の
う
ち
五
十
図
以
上
が
そ
れ
に
該
当
す
る
。
詳
し
く
説
明
す
る
余
裕
が
な
い
か
ら
象
徴
的
な
一
例
を
挙

げ
て
お
く
と
、
全
国
的
に
見
て
も
周
防
地
域
の
特
有
語
形
で
あ
る
3
6
図
「
蟷
螂
」
の
カ
マ
ツ
ク
リ
が
、
産
物
資
料
に
ま
さ
し
く
記
載
さ
れ

て
い
る
事
実
を
指
摘
し
て
お
く
。
も
し
一
致
の
程
度
が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
言
語
地
図
に
現
れ
た
事
実
の
遡
及
的
確
認
と
い
う
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
8
）

稿
の
目
的
の
一
半
は
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
訳
で
あ
る
。
残
さ
れ
た
課
題
は
失
わ
れ
た
過
去
の
方
言
分
布
状
況
を
示
す
よ
う
な
事
実
が
見

出
せ
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。

　
地
図
の
語
形
と
産
物
資
料
の
項
目
の
間
の
不
一
致
な
い
し
ズ
レ
は
少
な
く
な
い
が
喝
筆
者
が
期
待
す
る
事
実
は
そ
の
裏
に
潜
ん
で
い
る

は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
す
べ
て
が
過
去
の
方
言
分
布
状
況
を
示
す
と
い
う
に
は
、
ま
だ
解
決
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題



が
あ
る
。
例
え
ば
、
9
図
「
燕
」
や
1
0
図
「
集
」
、
5
1
図
「
蝶
」
な
ど
は
、
両
者
が
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
い
な
い
け
れ
ど
も
、
だ
か
ら
と

い
っ
て
産
物
資
料
が
過
去
の
状
態
を
示
し
て
い
る
と
簡
単
に
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
9
図
「
燕
」
で
は
、
周
防
全
域
で
ツ
バ
ク
ロ
類
ツ
バ
ク
ラ
類
が
分
布
し
て
い
る
が
、
産
物
資
料
は
ツ
バ
メ
と
ツ
チ
ツ
バ
メ
を
載
せ
る
だ

け
で
あ
る
。
1
0
図
「
巣
」
で
フ
ク
ロ
ー
よ
り
勢
力
が
あ
る
フ
ル
ツ
ク
が
や
は
り
な
い
。
産
物
資
料
を
重
視
す
る
立
場
に
徹
す
れ
ば
、
か
っ

て
の
周
防
は
ツ
バ
メ
類
や
フ
ク
ロ
ウ
の
分
布
領
域
で
あ
り
、
後
に
地
図
に
現
れ
て
い
る
よ
う
な
分
布
へ
変
化
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ

う
。
し
か
し
、
中
国
地
方
に
限
ら
ず
全
国
的
な
分
布
を
考
慮
す
る
と
、
容
易
に
成
り
立
っ
説
と
は
思
わ
れ
な
い
。

　
地
図
に
見
え
な
い
ツ
．
バ
メ
も
実
は
調
査
で
得
ら
れ
な
か
っ
た
訳
で
は
な
い
。
広
戸
氏
の
解
説
に
よ
る
と
、
全
地
域
ツ
バ
メ
と
も
い
う
が

新
し
い
言
い
方
と
し
て
省
略
さ
れ
た
由
で
あ
る
。
ま
た
、
フ
ク
ロ
ー
に
つ
い
て
解
説
は
次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
中
国
地
方
の
フ
ク
ロ
ウ
は
、
東
部
を
除
く
す
べ
て
の
地
点
で
、
新
し
く
教
科
書
で
習
っ
た
と
い
う
。
中
国
地
方
の
大
勢
は
ツ
ク
系
で

　
　
あ
る
と
考
え
て
誤
り
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
考
え
方
に
な
ら
え
ば
、
産
物
資
料
の
ツ
バ
メ
と
フ
ク
ロ
ウ
は
当
時
の
一
般
名
称
を
記
載
し
た
の
で
は
な
く
、
文
献
資
料
に
あ
り
が
ち

な
文
書
語
も
し
く
は
古
語
な
ど
を
載
せ
た
と
解
釈
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
筆
者
の
考
え
る
所
は
少
し
異
な
る
。
ツ
バ
メ
や
フ
ク

ロ
ウ
は
や
は
り
当
時
周
防
に
お
い
て
使
用
さ
れ
て
い
た
語
だ
と
思
う
。
そ
れ
は
肌
図
「
蝶
」
に
お
い
て
、
産
物
資
料
が
チ
ョ
ウ
だ
け
を
載

せ
て
い
る
こ
と
と
同
じ
事
情
だ
と
見
な
す
。
口
頭
で
は
チ
ヨ
ー
チ
ヨ
と
い
い
な
が
ら
、
文
字
に
写
す
と
き
に
は
く
だ
け
た
語
形
を
避
け
て

チ
ョ
ウ
と
書
く
心
理
、
す
な
わ
ち
方
言
の
う
ち
に
存
在
す
る
規
範
形
を
採
用
す
る
傾
向
と
解
釈
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
の
規
範
形
と

は
、
歴
史
主
義
的
な
そ
れ
で
は
な
く
、
方
言
の
中
で
重
層
を
な
す
語
彙
の
中
の
よ
り
上
位
の
語
形
と
い
う
意
味
で
あ
る
（
8
2
図
「
山
葡

萄
」
で
産
物
資
料
が
エ
ビ
カ
ズ
ラ
を
載
せ
る
の
も
同
じ
理
由
か
）
。
そ
う
考
え
な
け
れ
ば
、
他
の
多
く
の
項
目
で
地
図
の
語
形
と
一
致
し

て
い
る
事
実
を
統
一
的
に
説
明
す
る
事
が
難
し
く
な
る
だ
ろ
う
。

　
5
0
図
「
蟻
」
で
産
物
資
料
が
ア
リ
を
見
出
し
に
し
て
い
る
の
も
右
に
近
い
が
、
こ
れ
に
は
別
の
問
題
が
関
わ
っ
て
く
る
。
地
図
の
ア
リ

コ
に
対
し
て
産
物
資
料
は
ア
リ
と
し
、
疑
問
符
を
つ
け
て
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
岩
国
産
物
と
周
防
名
寄
で
は
別
の
見
出
し
に
ア
リ
コ
、

ア
リ
ゴ
を
掲
げ
て
い
る
。
相
当
離
れ
た
箇
所
に
あ
る
か
ら
ア
リ
と
は
別
の
種
か
と
思
う
と
、
江
戸
へ
出
し
た
中
間
報
告
に
対
す
る
指
示
を

　
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六

　
　
　
　
　
　
（
注
9
）

書
き
留
め
た
覚
書
に
「
ア
リ
コ
　
　
ァ
マ
コ
モ
　
江
戸
ニ
ハ
ァ
リ
ト
云
」
と
あ
り
、
ア
リ
の
一
種
の
よ
う
で
も
あ
る
。
所
が
、
ハ
ア
リ
が

「
羽
ア
リ
」
の
意
味
と
す
れ
ば
、
両
資
料
に
は
既
に
ア
リ
の
一
種
の
中
に
載
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
『
日
本
方
言
大
辞
典
』
に
よ
る

と
岡
山
県
、
鳥
取
県
、
島
根
県
な
ど
で
ア
ブ
ラ
ム
シ
（
ア
リ
マ
キ
）
を
ア
マ
コ
と
い
う
ら
し
く
、
ア
リ
と
無
関
係
で
も
な
さ
そ
う
で
い
よ

い
よ
分
か
ら
な
い
、
仮
に
ア
リ
の
異
名
と
す
る
に
し
て
も
、
岩
国
産
物
の
ア
リ
コ
と
周
防
名
寄
の
ア
リ
ゴ
の
両
語
形
が
あ
り
、
ど
ち
ら
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
0
）

従
う
べ
き
か
迷
う
の
で
あ
る
。
完
成
本
産
物
帳
で
は
清
音
形
ア
リ
コ
を
採
用
し
た
事
が
次
の
書
き
抜
き
か
ら
分
か
る
。

　
　
一
　
ア
リ
コ
　
　
ア
マ
コ
匡

　
　
　
　
右
従
岩
国
御
付
出
如
此
候
、
江
戸
御
付
出
初
手
は
コ
ノ
字
え
ニ
コ
レ
有
之
候
得
共
、

　
　
　
　
此
度
御
付
出
左
之
通
ニ
コ
レ
無
之
御
付
出
相
成
侯

　
　
一
　
ア
リ
コ
　
　
ア
マ
コ
陀

っ
ま
り
、
岩
国
か
ら
濁
点
（
ニ
ゴ
レ
）
を
っ
け
ず
に
報
告
し
た
も
の
を
、
中
間
報
告
で
は
濁
音
形
に
し
て
し
ま
い
、
再
び
清
音
形
へ
戻
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
1
）

た
経
過
が
書
き
留
め
ら
れ
て
い
る
。
周
防
名
寄
の
ア
リ
ゴ
は
一
度
は
公
式
な
語
形
と
さ
れ
た
訳
で
、
写
本
の
誤
り
で
は
な
い
。
清
濁
の
決

定
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
測
す
る
と
、
今
目
見
ら
れ
る
長
門
ア
リ
ゴ
と
周
防
ア
リ
コ
の
対
立
が
、
産
物
資
料
の
当
時
に
ま
で
遡

る
可
能
性
が
あ
る
。
萩
に
住
む
編
集
担
当
者
が
自
己
の
語
形
か
ら
類
推
し
て
濁
点
の
不
足
と
解
し
て
添
え
た
ら
し
い
か
ら
で
あ
る
。
い
ず

れ
に
し
て
も
、
ア
リ
類
の
総
称
の
位
置
に
載
っ
て
い
る
ア
リ
は
、
前
と
同
じ
問
題
を
生
じ
さ
せ
る
だ
ろ
う
。

　
語
形
の
清
濁
に
関
し
て
は
、
6
1
図
「
蜥
蜴
」
に
も
触
れ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
対
照
表
の
地
図
の
欄
に
は
ト
カ
ケ
だ
け
を
挙
げ
て
い
る

が
、
周
防
東
部
に
は
ト
カ
キ
リ
が
あ
り
、
ユ
地
点
だ
が
ト
カ
ギ
リ
も
見
え
て
い
る
。
岩
国
か
ら
徳
山
ま
で
三
資
料
が
濁
点
な
し
で
あ
る
の

に
、
周
防
名
寄
は
ト
カ
ゲ
と
濁
音
形
を
と
っ
て
い
る
。
前
の
ア
リ
ゴ
は
写
本
の
誤
り
で
は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
場
合
に
限
り
、
濁
音
形
は

あ
り
そ
う
に
な
い
語
形
で
あ
る
。
地
図
を
見
て
も
、
周
防
、
長
門
と
も
に
大
都
分
が
ト
カ
ケ
で
あ
る
か
ら
、
前
の
よ
う
な
理
由
付
け
は
成

り
立
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。
先
に
引
い
た
書
き
抜
き
に
は
、
「
ト
カ
ケ
　
　
ト
カ
ギ
リ
陀
」
と
完
成
本
の
記
事
を
記
し
て
お
り
、
中
間
報

告
が
ト
カ
ゲ
で
あ
る
旨
の
記
事
が
な
い
。
か
れ
こ
れ
総
合
す
る
と
、
周
防
名
寄
の
ト
カ
ゲ
は
本
来
の
語
形
を
伝
え
た
も
の
と
は
考
え
ら
れ

　
　
　
　
　
（
注
u
）

な
い
の
で
あ
る
。
細
か
い
事
を
い
え
ば
、
周
防
に
一
地
点
あ
る
ト
カ
ギ
リ
と
完
成
本
の
ト
カ
ギ
リ
の
関
係
が
気
に
な
る
し
、
地
図
で
萩
周



辺
に
ト
カ
ゲ
が
見
え
る
事
を
周
防
名
寄
の
ト
カ
ゲ
と
関
連
さ
せ
る
か
ど
う
か
も
問
題
で
は
あ
る
。

　
動
物
名
を
例
に
し
て
、
言
語
地
図
と
産
物
資
料
と
の
間
で
相
違
す
る
場
合
の
問
題
点
を
述
べ
た
。
地
図
を
重
視
す
る
立
場
か
ら
い
え

ば
、
こ
れ
ら
は
産
物
資
料
の
資
料
的
価
値
に
疑
い
を
さ
し
挾
む
欠
陥
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
そ
れ
を
回
避
し
よ
う
と
す
る
筆
者
の
判
断

が
妥
当
か
ど
う
か
は
今
後
の
検
討
を
期
す
と
し
で
、
地
図
と
食
い
違
う
項
目
を
産
物
資
料
が
載
せ
て
い
て
も
、
直
ち
に
そ
れ
が
過
去
の
方

言
実
態
を
反
映
し
て
い
る
と
は
い
え
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
は
戒
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
さ
て
最
後
に
、
産
物
資
料
の
記
事
が
有
効
性
を
示
す
例
を
挙
げ
、
本
稿
の
主
論
と
し
た
い
。
掲
げ
た
地
図
は
『
中
国
五
星
言
語
地
図
』

の
関
係
地
域
を
縮
小
し
た
も
の
で
、
凡
例
を
省
略
し
た
代
わ
り
に
、
本
文
中
に
必
要
な
語
形
の
記
号
を
示
し
て
い
る
。
詳
細
は
元
の
地
図

に
つ
い
て
見
ら
れ
た
い
。

①
　
3
図
「
か
わ
せ
み
」
　
〈
図
B
〉
地
図
に
よ
る
と
、
周
防
、
長
門
全
域
に
シ
ョ
ニ
A
が
分
布
す
る
一
方
、
長
門
南
部
の
瀬
戸
内
沿
岸

地
域
お
よ
び
周
防
の
西
端
に
も
1
地
点
だ
が
ス
ド
リ
o
が
見
え
て
い
る
。
こ
れ
に
重
な
る
よ
う
に
カ
ワ
セ
ミ
⑱
も
分
布
し
て
お
り
、

周
防
で
は
徳
山
付
近
ま
で
が
そ
の
範
囲
で
あ
る
。

　
産
物
資
料
で
は
、
徳
山
を
除
く
三
資
料
に
シ
ョ
ニ
、
ス
ド
リ
、
カ
ワ
セ
ミ
の
三
語
す
べ
て
が
載
っ
て
い
る
。
特
に
ス
ド
リ
は
地
図
で
周

防
西
端
の
1
地
点
に
対
し
て
東
端
の
岩
国
に
も
あ
る
わ
け
で
、
過
去
に
は
分
布
が
現
在
よ
り
も
広
い
時
期
が
あ
っ
た
事
を
示
し
て
い
る
。

カ
ワ
セ
、
・
・
に
つ
い
て
も
、
地
図
で
は
広
島
県
の
沿
岸
部
に
カ
ワ
セ
、
・
・
、
カ
ワ
ゼ
ミ
が
見
え
る
か
ら
、
古
く
は
周
防
と
連
続
し
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
た
だ
、
ス
ド
リ
と
カ
ワ
セ
、
・
・
が
同
じ
よ
う
な
分
布
を
示
す
事
に
な
り
、
二
語
の
使
い
分
け
が
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
葛
　
二

な
い
。
長
門
名
寄
で
は
「
魚
狗
　
　
ス
ト
リ
共
」
と
載
っ
て
い
る
。

②
　
旭
図
「
き
つ
つ
き
」
〈
地
図
な
し
〉
　
地
図
で
は
周
防
全
域
に
キ
ツ
ツ
キ
が
分
布
し
、
ケ
ラ
が
玖
珂
郡
と
佐
波
郡
の
山
間
部
に
1
地
点

ず
っ
見
え
、
玖
珂
郡
の
同
地
点
に
は
ホ
ン
ゲ
ラ
も
あ
る
。

　
産
物
資
料
が
見
出
し
に
掲
げ
る
テ
ラ
ツ
ツ
キ
系
の
分
布
は
、
中
国
地
方
で
は
遙
か
に
東
の
山
間
部
を
中
心
と
し
て
分
布
し
て
い
る
か
ら

か
っ
て
周
防
に
も
あ
っ
た
も
の
な
の
か
ど
う
か
判
断
が
難
し
い
。
伝
統
的
な
語
形
を
掲
げ
た
可
能
性
も
排
除
で
き
な
い
。
し
か
し
、
周
防
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テ
ラ
ツ
ツ
キ

ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
曲
　
　
　
　
わ
っ
た
と
解
し
て
お
く
。

　
　
△

　
凶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
企
幽
　
　
　
　
　
③
　
4
2
図
「
土
蜂
」
　
〈
図
C
〉
地
図
が

　
　
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
土
中
に
巣
を
作
る
小
さ
い
蜂
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
B
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
雪
　
㌧
　
　
c

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
設
定
で
作
成
さ
れ
た
た
め
、
ジ
ガ
バ
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“
　
　
　
　
　
　
　
と
ツ
チ
バ
チ
な
ど
数
種
が
混
乱
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
的
　
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
0
亀
　
　
／
～
な
　
　
　
　
て
分
布
を
読
み
と
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
。
一
弩
も
　
　
亨
彩
、
一
㎏
卯
㍗
㍗
チ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ム
　
　
△
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱
　
　
⑧
　
　
⑧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
　
像
齪
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
勲
　
⑧
　
　
　
　
穴
ハ
チ
　
ア
ゼ
ナ
ブ
リ
　
ア
セ
ス
イ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
モ
」
に
当
た
る
。
ツ
チ
バ
チ
o
も
3

地
点
地
図
に
見
え
て
い
る
が
、
ま
と
ま
っ
て
分
布
す
る
の
は
隣
接
す
る
島
根
県
の
石
見
地
方
で
あ
る
◎
周
防
で
は
ツ
チ
↓
ド
ロ
の
置
換
が

生
じ
た
も
の
か
。
ア
ナ
バ
チ
蕊
は
周
防
で
は
最
北
部
に
1
地
点
の
ほ
か
石
見
や
広
島
に
数
地
点
見
え
る
が
、
分
布
の
中
心
は
遠
く
島
根

県
の
出
雲
や
鳥
取
県
西
部
の
伯
者
、
岡
山
県
で
あ
り
、
ど
う
い
う
関
係
に
あ
る
か
は
難
し
い
。
な
お
岩
国
に
近
い
広
島
県
の
一
地
点
に
ア

セ
ク
ラ
里
と
い
う
語
が
見
え
る
。
異
名
の
ど
ち
ら
か
と
関
係
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。
別
種
の
ジ
ガ
バ
チ
△
は
周
防
に
4
地
点
見

え
て
お
り
、
周
防
名
寄
に
「
ジ
ガ
ハ
チ
　
　
コ
シ
ボ
ソ
臣
」
と
あ
る
の
と
一
致
す
る
。
異
名
の
コ
シ
ボ
ソ
は
こ
の
蜂
の
特
徴
を
よ
く
提
え

た
命
名
だ
と
思
う
が
、
隠
岐
島
に
コ
シ
ビ
ソ
が
1
地
点
あ
る
だ
け
で
あ
る
。
岩
国
産
物
に
蜂
の
一
種
と
し
て
載
る
タ
ブ
ミ
☆
は
、
周
防

名
寄
で
も
見
出
し
に
採
ら
れ
て
い
る
。
右
の
二
種
と
は
別
種
か
と
思
わ
れ
る
が
、
地
図
で
広
島
県
西
部
や
石
見
に
タ
ブ
ミ
、
タ
ボ
ミ
類
が

見
え
る
か
ら
対
照
表
に
加
え
た
。
こ
れ
は
周
防
で
は
既
に
失
わ
れ
た
語
で
あ
る
。



　
種
の
混
乱
は
さ
て
お
き
、
ツ
チ
バ
チ
や
タ
ブ
ミ
の
例
は
、
本
稿
で
い
う
過
去
の
分
布
を
産
物
資
料
が
明
ら
か
に
す
る
好
例
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
こ
れ
ら
は
か
っ
て
の
周
防
で
地
図
が
示
す
以
上
に
優
勢
な
分
布
を
も
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

④
　
5
2
図
「
だ
に
」
〈
図
D
〉
こ
の
地
図
も
単
一
種
の
地
図
と
は
い
え
な
い
か
ら
、
多
少
問
題
が
あ
る
。
解
説
で
触
れ
て
い
る
よ
う
に
、

形
態
や
生
息
環
境
な
ど
に
よ
る
使
い
分
け
が
あ
る
虫
類
が
、
　
一
括
し
て
図
に
表
さ
れ
て
い
る
。
山
口
県
に
っ
い
て
解
説
は
次
の
よ
う
に

述
べ
て
い
る
。

　
　
山
口
県
の
フ
ツ
ミ
は
丸
く
大
き
い
の
を
い
う
こ
と
が
多
い
。
ヤ
ェ
は
一
般
に
は
、
普
通
の
小
さ
い
も
の
。
し
か
し
と
こ
ろ
に
よ
っ
て

　
　
多
少
異
る
。

　
産
物
帳
の
作
成
過
程
で
も
、
牛
な
ど
家
畜
に
寄
生
す
る
種
を
区
別
す
る
か
ど
う
か
判
断
に
迷
う
所
が
あ
っ
た
よ
う
で
、
岩
国
産
物
と
周

概
⑧

D
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『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙

図P

防
名
寄
お
よ
び
完
成
本
の
間
で
次
の
よ
う
な
分
類
の
変
更
が
あ
る
。

　
　
〔
岩
国
産
物
〕
　
　
　
　
　
　
　
〔
周
防
名
寄
〕
　
　
　
　
　
〔
周
防
国
産
物
帳
〕

　
　
ヤ
ヱ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ツ
ミ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ツ
ミ

　
　
壁
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
壁
郵
　
　
　
　
　
　
　
壁
融

　
　
　
　
他
邦
ニ
タ
ニ
ト
云
　
　
　
　
　
フ
ツ
ビ
共
　
　
　
　
　
　
タ
ニ
共

　
　
フ
ツ
ビ

　
　
牛
譲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
其
小
ナ
ル
ヲ
　
　
　
　
　
其
小
ナ
ル
ヲ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
ヱ
ト
ニ
ム
　
　
　
　
　
　
ヤ
ヱ
ト
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ツ
ビ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
牛
議

　
岩
国
産
物
が
ヤ
ェ
と
フ
ツ
ビ
（
ミ
）
を
区
別
す
る
の
に
対
し
て
、
周
防
名
寄
は
た
ん

に
形
態
的
な
大
小
だ
け
を
基
準
に
分
け
、
周
防
国
産
物
帳
は
両
者
を
折
衷
し
た
形
で
整

理
し
て
い
る
。
岩
国
産
物
の
注
記
に
あ
る
他
国
の
ダ
ニ
を
完
成
本
が
異
名
と
し
て
取
り

込
ん
で
い
る
の
は
、
前
述
の
規
範
語
形
の
問
題
と
関
連
す
る
。

地
図
を
見
る
と
、
周
防
は
ヤ
ェ
ロ
と
ダ
ニ
⑱
の
分
布
で
ほ
と
ん
ど
占
め
ら
れ
て

い
る
、
産
物
資
料
が
載
せ
る
フ
ツ
ビ
、
フ
ツ
ミ
は
周
防
で
は
完
全
に
消
え
て
い
て
、
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
の
日
本
海
側
に
あ
る
フ
ツ
ミ
午
、
お
よ
び
広
島
県
西
部
に
広
く
分
布
す
る
フ
ツ
ビ

宗
、
尋
鮒
㌶
㍍
砧
む
賊
一
讐
城
尋
き
㍉
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
醐
図
「
あ
め
ん
ぼ
」
〈
図
E
〉
地
図
で
は
周
防
に
隈
っ
て
も
種
々
の
語
形
が
入
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
乱
れ
て
い
て
、
ま
と
ま
っ
た
分
布
と
い
え
る
ほ
ど
の
も
の
は
な
い
。
こ
れ
に
も
ま
た
水

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
回
ゾ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
棲
昆
虫
数
種
の
名
称
が
混
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
巨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図
　
　
産
物
資
料
の
項
目
と
較
べ
る
と
、
ア
メ
ロ
は
広
島
県
の
沿
岸
部
に
3
地
点
見
え
、

　
　
　
　
　
　
施
厚
～
　
デ
㍉
㍗
結
ポ
“
帥
む
㍗
㌍
㌶

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
だ
が
、
岩
国
産
物
に
記
載
さ
れ
て
い
る
所
か
ら
、
古
く
は
よ
り
広
い
使
用
域
が
あ
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
ヂ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
思
わ
れ
る
。
シ
オ
ウ
リ
、
シ
オ
カ
ラ
と
い
っ
た
シ
オ
～
系
の
語
は
、
中
国
地
方
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
㌔
　
　
　
最
県
を
中
心
と
し
て
分
布
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
過
去
に
は
周
防
で
も
使
用
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
別
種
（
ミ
ズ
カ
マ
キ
リ
？
）
の
可
能
性
が
あ
る
エ
ブ
リ
サ
シ
も

ま
た
周
防
に
は
失
わ
れ
た
語
で
あ
る
。
地
図
で
は
隣
接
す
る
広
島
県
西
部
に
エ
ブ
リ
サ
シ
血
、
エ
ブ
リ
ツ
キ
Ψ
、
エ
ブ
リ
ツ
ク
有

が
見
え
て
い
る
。

　
岩
国
産
物
に
は
カ
ワ
ク
モ
仰
が
載
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
応
す
る
よ
う
に
地
図
の
玖
珂
郡
錦
町
に
も
見
え
て
い
る
。
他
に
は
島
根

県
益
田
市
と
岡
山
県
久
米
郡
久
米
町
に
1
地
点
ず
つ
あ
る
。
一
般
に
、
こ
の
よ
う
に
隔
絶
し
た
数
地
点
に
稀
な
語
が
点
在
す
る
場
合
、
民

衆
語
源
に
よ
る
偶
然
の
一
致
と
考
え
る
こ
と
が
多
い
。
島
根
県
や
広
島
県
に
ウ
キ
グ
モ
〃
や
ミ
ズ
ク
モ
ミ
が
点
在
す
る
こ
と
も
、
そ

の
解
釈
を
支
持
す
る
材
料
と
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
否
定
す
る
訳
で
は
な
い
が
、
少
な
く
と
も
玖
珂
郡
の
例
に
関
し
て
は
ま
ず
岩
国
産
物

の
記
載
と
の
関
連
を
重
視
し
て
、
カ
ワ
ク
モ
が
岩
国
周
辺
で
二
百
年
余
り
の
歴
吏
を
有
す
る
か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
オ
ウ
リ

る
。
長
門
名
寄
に
も
「
水
竈
　
　
ア
メ
　
川
ク
モ
モ
」
と
載
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
の
範
囲
は
さ
ら
に
広
か
っ
た
よ
う
だ
。



⑥
　
7
9
図
「
旋
花
（
ひ
る
が
お
）
」
　
〈
図
F
〉
地
図
で
は
ヒ
ル
ガ
オ
A
、
ノ
ア
サ
ガ
オ
F
、
チ
ョ
ー
セ
ン
ア
サ
ガ
オ
M
な
ど
が
点
在
し
て

い
る
中
で
、
玖
珂
郡
に
1
地
点
ず
っ
チ
ヨ
コ
バ
ナ
ヘ
と
ヨ
ナ
ズ
ル
傘
が
見
え
る
。

　
産
物
資
料
の
記
載
は
興
味
深
い
。
ヒ
ル
ガ
オ
が
地
図
に
一
致
す
る
の
は
よ
い
と
し
て
、
岩
国
産
物
に
異
名
と
し
て
載
る
カ
ッ
コ
ウ
は
、

地
図
の
広
島
県
、
岡
山
県
お
よ
び
島
根
県
中
央
部
に
分
布
し
て
い
る
カ
ッ
ポ
ー
、
カ
ッ
コ
ー
類
と
関
係
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
か
っ
て
は
周

防
で
も
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
徳
山
産
物
が
載
せ
て
い
る
チ
ョ
コ
バ
ナ
は
、
玖
珂
郡
と
長
門
北
部
に
残
る
も
の

の
、
本
格
的
な
分
布
は
石
見
西
部
で
あ
る
。
瀬
戸
内
沿
岸
か
ら
北
へ
分
布
領
域
が
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
長
門
名
寄
に
は
「
チ
ョ
コ

ハ
ナ
」
も
「
ノ
ァ
サ
カ
ホ
」
も
載
っ
て
お
り
、
後
者
は
む
し
ろ
新
し
く
周
防
へ
進
出
し
た
も
の
か
。

⑦
　
鎚
図
「
麗
草
」
　
〈
図
G
〉
地
図
で
周
防
全
域
は
ハ
ナ
ガ
ラ
†
の
分
布
で
占
め
ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
産
物
資
料
の
ハ
ナ
ガ
ラ

・

へ

㌦

雨
鮒

　
　
　
A

　
恥
c

　
　
　
　
　
　
　
“
　
ゾ
■

　
　
　
　
　
τ

　
腎
フ
ヘ
　
　
閥
　
～

ザ
ぐ
恥
γ

　
　
　
　
7

　
　
胆
　
　
・
～
・

　
　
　
　
　
＾

　
　
貯
　
　
　
　
～
．

　
　
　
　
A
　
　
。
ブ

　
　
　
　
　
　
　
5

　
　
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
’
’
．

　
　
　
　
　
⑫
　
　
　
　
　
　
　
’
、
．

　
　
　
　
　
　
　
へ

　
　
　
　
c

　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏

　
　
　
φ

　
　
　
　
　
　
A
　
　
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
A
．

　
　
　
　
　
帳

『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙

戸図
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図G

は
地
図
と
一
致
し
て
い
る
か
ら
問
題
に

は
な
ら
な
い
。
所
が
、
異
名
の
カ
メ
ガ

ラ
、
カ
マ
ツ
カ
に
つ
い
て
は
、
前
条
と

同
じ
よ
う
に
分
布
の
変
遷
が
あ
っ
た
事

を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。

　
カ
メ
ガ
ラ
圖
は
周
防
に
は
見
え
な

い
が
、
長
門
に
2
地
点
あ
る
ほ
か
、
島

根
県
の
石
見
西
部
に
ま
と
ま
っ
て
分
布

し
て
い
る
。
前
の
チ
ョ
コ
バ
ナ
と
同
じ

よ
う
に
、
か
つ
て
周
防
に
あ
っ
た
領
域

が
北
へ
移
っ
た
も
の
ら
し
い
。
長
門
名

寄
に
カ
メ
ガ
ラ
は
載
っ
て
い
な
い
、
カ

マ
ツ
カ
0
に
つ
い
て
は
、
岩
国
産
物

　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一



鮒
團
貼
4

　
尖

　
0

、弊J
1
∫

　
　
3

㍉

図H

ン
ド
ー
、
オ
オ
ェ
ン
ド
ー
が
周
防
の
標
準
的
な
名
称
と
し
て
残
る
代
わ
り
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ソ
ラ
マ
メ

る
。
ち
な
み
に
、
長
門
名
寄
で
は
「
議
豆

か
ら
、
周
防
に
お
け
る
テ
ン
ジ
ク
マ
メ
の
衰
退
が
い
っ
そ
う
際
立
つ
事
に
な
る
、

⑨
　
㎜
図
「
南
瓜
」
〈
図
1
〉

　
本
条
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
前
条
ま
で
と
は
違
っ
た
観
点
か
ら
で
あ
る
。

　
地
図
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、
ど
の
地
点
を
と
っ
て
も
複
数
の
記
号
が
重
複
し
て
、
こ
れ
か
ら
分
布
を
描
き
出
す
の
は
な
か
な
か
困
難
な

あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
た
だ
、
多
く
の
地
点
で
カ
ボ
チ
ャ
　
鰯
と
ナ
ン
キ
ン
ム
、
ボ
ー
ブ
ラ
類
Φ
　
◎
　
尋
が
併
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
す
ぐ
に
分
か
る
。
こ
れ
ほ
ど
の
語
形
の
重
複
（
併
用
）
が
実
際
に
あ
る
と
は
容
易
に
信
じ
難
い
こ
と
で
あ
る
。
地
図
に
見
え
る
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

　
な
ど
に
記
載
が
な
い
か
ら
、
周
防
西
部
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
地
元
資
料
に
載
っ
て
い
た
も

　
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
地
図
に
よ
る
と
カ
メ
ガ
ラ
と
ハ
ナ
ガ
ラ
の
分
布
域
よ
り
東
の

中
国
地
方
一
帯
に
広
が
っ
て
い
る
カ
マ
ツ
カ
、
カ
マ
ズ
カ
類
の
名
残
り
の
よ
う
で
あ

　
る
。
ハ
ナ
ガ
ラ
が
駆
逐
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

⑧
　
㎜
図
「
そ
ら
豆
」
　
〈
図
H
〉
地
図
で
長
門
境
界
付
近
の
ト
ー
マ
メ
⑬
を
除
く
と

　
全
域
に
エ
ン
ド
ー
固
、
オ
i
エ
ン
ド
ー
回
が
分
布
し
、
一
部
は
ソ
ラ
ズ
国
と
重

　
な
っ
て
い
る
。
今
日
の
呼
称
か
ら
見
る
と
、
ソ
ラ
マ
メ
を
エ
ン
ド
ー
と
い
う
の
は
異
様

　
で
あ
る
が
、
広
島
県
へ
も
続
い
て
い
る
し
、
島
根
県
東
部
の
出
雲
地
方
に
2
地
点
見
え

　
て
い
る
か
ら
、
古
く
は
か
な
り
有
力
な
名
称
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

　
　
岩
国
産
物
が
載
せ
る
オ
オ
ェ
ン
ド
ウ
は
、
ま
さ
し
く
地
図
の
語
形
が
時
代
を
遡
る
も

　
の
で
あ
る
事
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
徳
山
産
物
が
見
出
し
に
す
る
テ
ン
ジ
ク
マ
メ

　
禽
は
、
な
ぜ
か
周
防
名
寄
の
採
る
所
と
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
だ
が
、
長
門
の
西
北
部

　
と
こ
れ
に
続
く
島
根
県
石
見
西
部
に
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
語
で
あ
る
。
っ
ま
り
、
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ン
ジ
ク
マ
メ
が
北
へ
追
い
や
ら
れ
た
恰
好
と
な
っ
て
い

大
小
　
ト
ウ
マ
メ
　
天
竺
．
マ
メ
匿
」
と
な
っ
て
い
る
。
地
図
に
現
れ
て
い
る
所
と
同
じ
だ



っ
た
語
形
は
、
そ
の
意
味
す
る
内
容
が
異
な
る
事
を
表
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
解
説
が
い
う
よ
う
に
、
少
し
前
の
南
瓜
に
は
形
の
上
で
今
日
普
通
に
見
ら
れ
る
菊
座
形
や
丸
形
の
他
に
、
筒
型
と
も
瓢
箪
型
と
も
い
え

る
数
種
類
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
『
日
杢
言
語
地
図
』
㎜
図
の
質
問
文
で
は
三
種
類
の
図
を
示
し
な
が
ら
総
称
を
質
問
し
て
い
る
か
ら
、
こ

の
違
い
は
十
分
意
識
さ
れ
て
い
た
訳
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
図
に
は
種
類
の
違
い
に
よ
る
分
布
へ
の
影
響
が
明
瞭
に
は
描
か
れ

て
い
な
い
。
1
地
点
で
の
併
用
を
『
中
国
五
基
言
語
地
図
』
ほ
ど
詳
し
く
示
さ
な
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
そ
の
解
説
で
「
全
国
的
に
見
て
分

布
が
そ
れ
ほ
ど
複
雑
で
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
類
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
た
領
域
を
も
っ
て
お
り
」
と
い
う
通
り
に
な
っ
て
い
る
。
だ
と
す

る
と
、
地
図
が
示
し
て
い
る
併
用
を
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ウ
ブ
ラ

　
産
物
資
料
で
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
岩
国
産
物
は
「
南
瓜
　
　
其
種
　
南
京
　
朝
鮮
」
と
記
載
し
、
「
南
瓜
」
と
「
南
京
」
は
明
ら
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
種
類
の
異
な
る
名
称
と
し
て
区
別
さ
れ
、
周
防
名
寄
も
こ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
。

『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙

亙図

江
戸
か
ら
の
要
請
で
こ
の
区
別
に
関
す
る
注
記
が
作
ら
れ
て
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
明
』

　
　
　
　
（
注
1
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
d
．

さ
れ
て
い
る
◎

　
　
南
瓜
ノ
種
　
　
朝
鮮
南
京

　
　
　
色
淡
紅
ニ
シ
テ
円
キ
ヲ
朝
鮮
ト
呼
、
色
蒼
ク
形
瓢
箪
ノ
如
ヲ
南
京
ト
呼
フ

従
っ
て
周
防
に
お
い
て
は
赤
色
ま
た
は
黄
色
に
熟
す
る
円
形
（
丸
形
）
の
も
の
が
チ
ョ

ウ
セ
ン
、
緑
色
の
瓢
箪
形
の
も
の
が
ナ
ン
キ
ン
と
使
い
分
け
ら
れ
、
総
称
ま
た
は
代
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
3
）

種
と
し
て
ボ
ウ
ブ
ラ
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
思
い
至
る
の
は
、
『
日
杢
言
語

地
図
』
で
香
川
県
と
愛
媛
県
南
部
に
分
布
し
て
い
る
チ
ョ
ー
セ
ン
と
い
う
語
形
で
あ

る
。
「
南
瓜
」
に
つ
い
て
詳
し
い
文
献
例
を
引
く
論
孜
は
い
く
つ
も
あ
る
が
、
こ
の
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
4
）

形
の
来
歴
に
言
及
さ
れ
た
事
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
京
阪
や
江
戸
に
は
こ
の
種
の
南
瓜

が
普
及
し
な
か
っ
た
た
め
に
文
献
に
現
れ
る
事
が
な
か
っ
た
の
か
も
知
れ
ず
（
江
戸
か

ら
注
記
の
要
請
が
あ
っ
た
事
は
そ
の
可
能
性
を
示
し
て
い
る
）
、
や
は
り
種
類
ご
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
三



栽
培
の
歴
史
を
抜
き
に
し
て
直
ち
に
総
称
を
問
題
に
す
る
の
は
、
少
な
く
と
も
西
目
本
で
は
適
当
で
な
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
注
1
5
）

記
載
を
積
み
重
ね
て
行
け
ば
、
こ
れ
ら
の
事
情
を
さ
ら
に
明
確
に
で
き
る
か
も
知
れ
な
い
。

　
　
　
六
四

各
地
の
産
物
資
料
の

　
以
上
の
外
に
も
、
3
3
図
「
蜻
楡
」
に
お
け
る
ナ
メ
ク
ジ
リ
、
4
1
図
「
穀
象
虫
」
に
お
け
る
コ
メ
ム
シ
な
ど
を
、
①
を
⑧
の
類
例
と
し
て

加
え
る
事
が
で
き
る
。
多
く
の
対
照
表
か
ら
わ
ず
か
9
条
に
言
及
し
た
だ
け
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
も
産
物
資
料
の
方
言
語
彙
資
料
と
し
て

の
有
効
性
を
う
か
が
う
事
が
で
き
る
と
思
う
。
と
り
わ
け
、
③
の
ツ
チ
バ
チ
や
⑥
の
チ
ョ
コ
バ
ナ
、
⑦
の
カ
メ
ガ
ラ
、
⑧
の
テ
ン
ジ
ク
マ

メ
に
関
し
て
は
、
産
物
資
料
に
載
っ
て
い
る
項
目
が
言
語
地
図
で
は
長
門
や
島
根
県
石
見
地
域
に
分
布
す
る
と
い
う
共
通
し
た
特
徴
を
指

摘
す
る
事
が
で
き
た
。
周
防
か
ら
分
布
領
域
が
移
っ
た
の
か
、
あ
る
い
は
、
か
っ
て
の
広
く
一
様
な
分
布
か
ら
周
防
だ
け
が
新
し
い
語
形

へ
転
じ
て
し
ま
っ
た
の
か
、
こ
れ
だ
け
の
証
拠
か
ら
は
何
と
も
い
え
な
い
が
、
と
も
か
く
周
防
地
域
の
過
去
の
分
布
状
況
を
産
物
資
料
が

反
映
し
て
い
る
可
能
性
は
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
他
の
文
献
に
現
れ
る
事
が
な
く
、
た
だ
産
物
資
料

だ
け
に
載
っ
て
い
る
多
く
の
項
目
も
ま
た
、
過
去
の
確
実
な
記
録
と
し
て
重
視
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

注1
　
「
『
周
防
産
物
名
寄
』
の
成
立
」
島
大
国
文
、
第
二
十
号
。

2
　
「
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
の
絵
図
と
異
名
と
」
島
大
国
文
、
第
十
七
号
。

3
　
沖
村
義
人
『
樹
木
の
島
根
方
言
』
。

4
　
『
集
成
』
第
X
巻
所
収
の
「
岩
国
御
領
産
物
御
附
出
と
江
戸
御
付
出
字
違
之
分
書
抜
」
は
、
岩
国
産
物
と
周
防
国
産
物
帳
と
し
て
江
戸
へ
送
ら
れ
た

　
報
告
と
の
表
記
の
相
違
を
綿
密
に
書
き
抜
い
た
資
料
で
、
対
照
さ
れ
た
記
事
の
一
方
は
完
成
本
の
記
載
の
通
り
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
同
資
料
は
し

　
ば
し
ば
「
初
手
」
の
「
江
戸
御
付
出
」
と
し
て
中
問
報
告
の
記
事
を
引
用
す
る
事
が
あ
り
、
周
防
名
寄
と
比
較
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
。
な
お
注
1
の

　
論
文
で
も
触
れ
て
い
る
。

5
　
注
4
の
資
料
で
、
岩
国
産
物
の
引
用
記
事
と
完
成
本
の
そ
れ
と
の
間
に
あ
っ
て
、
ど
こ
を
改
め
た
の
か
詳
し
く
書
き
留
め
た
記
事
で
あ
る
。

6
　
周
防
名
寄
の
魚
類
に
っ
い
て
、
担
当
者
の
学
統
の
違
い
が
記
述
の
相
違
に
反
映
し
た
可
能
性
は
島
田
勇
雄
氏
が
旨
商
さ
れ
た
所
で
あ
る
。
「
近
世
本

　
草
書
に
お
け
る
和
名
と
方
言
（
二
）
ー
イ
シ
モ
チ
と
ニ
ベ
ー
」
近
代
、
四
十
一
号
。
「
長
防
産
物
名
寄
に
お
け
る
魚
類
」
近
世
文
芸
吏
稿
、
士
二
号
。

7
　
同
じ
よ
う
な
見
通
し
は
、
隠
岐
方
言
を
例
と
し
て
簡
単
に
述
べ
た
事
が
あ
る
。
「
『
隠
岐
国
産
物
帳
』
の
諸
本
に
っ
い
て
」
島
根
大
学
法
文
学
部
紀
要



　
文
学
科
編
、
第
十
一
号
。

・
8
　
単
に
周
防
地
域
に
お
け
る
確
認
だ
け
で
な
く
、
地
元
資
料
と
の
対
照
に
よ
る
狭
い
範
囲
で
の
確
認
が
可
能
に
な
れ
ぱ
、
資
料
と
し
て
の
有
効
性
は
さ

　
ら
に
高
ま
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
豊
富
な
項
目
を
有
す
る
岩
国
産
物
は
と
も
か
く
、
他
二
資
料
は
量
的
に
や
や
貧
弱
な
所
が
あ
る
か
ら
、
本
稿
で

　
　
は
こ
れ
以
上
の
追
究
は
行
わ
な
い
。

9
　
『
集
成
』
㎜
巻
所
収
「
周
防
長
門
産
物
丹
羽
正
伯
え
不
被
差
出
御
内
見
之
覚
」
㎜
頁
。

1
0
　
注
4
の
資
料
に
よ
る
。

u
　
こ
の
辺
り
の
議
論
に
な
る
と
、
元
文
三
年
書
写
本
の
作
者
は
誰
な
の
か
、
烏
田
智
庵
か
そ
れ
と
も
他
人
か
と
い
う
未
解
決
の
問
題
が
関
わ
っ
て
く

　
る
。
筆
者
は
今
の
所
他
人
の
書
写
と
考
え
て
い
る
。

1
2
　
『
集
成
』
㎜
巻
所
収
「
周
防
国
産
物
之
内
絵
形
」
捌
頁
。

1
3
　
「
南
瓜
」
の
種
類
ご
と
の
特
徴
を
記
し
た
文
献
の
一
っ
で
あ
る
小
野
蘭
山
の
『
本
草
網
目
啓
蒙
』
に
は
四
種
を
挙
げ
、
う
ち
三
種
に
次
の
解
説
が
あ

　
　
る
。

　
　
南
瓜
　
ボ
ウ
ブ
ラ

　
　
　
京
師
ニ
テ
ハ
誤
テ
カ
ボ
チ
ヤ
ト
呼
ブ
。
瓜
形
円
扁
ニ
シ
テ
竪
ニ
ヒ
ダ
ア
リ
。
初
ハ
深
緑
色
、
熟
ス
レ
バ
黄
赤
色
。
（
中
略
）
　
一
種
形
長
ク
ク
ビ
ア

　
　
　
リ
テ
壷
ノ
形
ノ
如
シ
テ
深
緑
色
、
又
熟
シ
テ
黄
色
ニ
ナ
ル
者
ア
リ
。
是
ヲ
ト
ウ
ナ
ス
ビ
ト
云
。
一
名
カ
ボ
チ
ヤ
、
カ
ボ
チ
ヤ
ボ
ウ
ブ
ラ
、
ナ
ン
キ

　
　
　
　
ン
ボ
ウ
フ
ラ
（
中
略
）
又
一
種
ア
コ
ダ
ウ
リ
ハ
、
形
小
ニ
シ
テ
六
寸
許
、
正
円
ニ
シ
テ
ヒ
ダ
ナ
ク
皮
色
赤
シ
。
或
紅
ノ
字
ア
レ
ハ
紅
南
瓜
ト
名
ク

　
　
　
　
ベ
シ
。
（
巻
二
十
四
、
菜
部
）

　
注
記
で
い
う
所
の
「
南
京
」
は
ト
ウ
ナ
ス
ビ
に
、
「
朝
鮮
」
は
ア
コ
ダ
ウ
リ
に
該
当
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
ま
だ
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

1
4
　
『
日
杢
旨
語
地
図
解
説
』
4
、
佐
藤
亮
一
「
物
の
伝
来
と
名
称
の
由
来
　
渡
来
乍
物
名
を
め
ぐ
っ
て
－
」
言
語
生
活
㎜
号
、
沢
木
幹
栄
「
物
と
こ
と

　
ば
」
中
公
新
書
『
目
本
の
方
言
地
図
』
、
小
林
隆
「
か
ぼ
ち
ゃ
」
『
講
座
日
本
語
の
語
彙
9
　
語
誌
1
』
、
広
戸
惇
　
『
方
言
語
彙
の
研
究
』
な
ど
を
参
照

　
し
た
。
っ
い
で
に
い
え
ば
、
佐
藤
氏
が
ナ
ン
バ
ン
、
チ
ョ
ウ
セ
ン
、
サ
ツ
マ
を
挙
げ
て
、
「
こ
れ
ら
は
、
ナ
ン
バ
ン
～
・
チ
ョ
ウ
セ
ン
～
・
サ
ツ
マ
～

　
　
の
下
略
形
で
あ
っ
て
、
ナ
ン
キ
ン
や
ト
オ
ナ
ス
な
ど
と
同
様
に
、
命
名
当
初
は
晶
種
の
違
い
や
、
形
状
の
類
似
す
る
他
の
乍
物
と
の
区
別
を
表
わ
し
て

　
　
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
産
物
資
料
の
記
載
に
よ
っ
て
こ
の
推
定
も
支
持
さ
れ
る
訳
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
ウ
プ
ラ

ー
5
　
参
考
ま
で
に
中
国
地
方
の
産
物
帳
か
ら
「
南
瓜
」
の
例
を
引
く
と
、
岡
山
藩
の
『
備
前
国
備
中
国
之
内
領
内
産
物
帳
』
の
「
本
帳
」
に
は
、
「
南
瓜

　
　
　
さ
っ
ま
ゆ
ふ
が
ほ
と
も
」
と
『
物
類
称
呼
』
と
同
じ
異
名
を
載
せ
、
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
で
は
、
か
っ
て
述
べ
た
事
が
あ
る
よ
う
に
「
カ
ホ
チ

　
ヤ
」
と
「
南
瓜
」
お
よ
び
「
ア
コ
タ
ウ
リ
」
が
挙
が
っ
て
い
る
。
「
方
言
資
料
と
し
て
の
『
出
雲
国
産
物
名
疏
』
」
（
『
奥
村
三
雄
教
授
退
官
記
念
　
国
語

　
学
論
集
』
所
収
）
参
照
。

『
周
防
産
物
名
寄
』
の
方
言
語
彙

六
五
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付表 r中国五県言語地図』と産物資料 項目対照表 No．1

語
地 岩国地域 岩国産物帳 玖珂熊毛郡 玖珂熊毛郡 徳山地域 徳山産物帳 周防産物帳

背黒譲鶴 カワラスズメ カワラスズメ カワラスズメ カワラスズメ カワラスズメ カワフスズメ カワフスズメ

F括1 カーカスズメ ＊カワスズメ カーラスズメ セキレイ カ・ラスズメ ＊カワスズメ

賛鶴鶴 セキレ□ セキレイ カワスズメ セキレ・ セキレイ

Fig．2 楽イシタタキ セキセ・ ＊イシタタキ

川揮 ショニ ショニ ショニ ショニ ショニ ショニ

＊スドリ カワセミ ＊スドリ 練スドリ

刑g3 ＊カワセミ ＊カワセミ 旅カワセミ

類白 ショロト□ シトト ホージロ ホオジロ ホ□ジロ ホオジロ ホオジロ

ホージロ 漆ショウトウ ショロトロ シトト

＊フジジュウ ＊ショウトウ

Fig．4 ＊フジジュウ

四十雀 シジュ・ガラ シジュウガラ シジューガラ シジューガラ シジュウガフ

Fig．5 ホロジロ ホージロ アオシュロ

えなが マツムシ マツムシ マツムシ マッムシ マツムシ

マツスズメ ＊マツガラ マツスズメ マツガラ ＊マツガラ

＊マツスズメ ＊マツスズメ

Fig．6 ＊マツムシリ ＊マツムシリ

鶴鶴 センネン ミソサンザイ センネン ミソサンザイ センネン ミソサンザイ

Fig．7 ミソクリセンネソ ＊センネン ミソサザイ 称センネン

ひたき ヒンコチ ヒタキ ヒンコチ ヒタキ ヒンコチ ヒタキ ヒタキ

Fig．8 毛ソツキ バカチョー 琳コウタキ

燕 ツパクロ ツバメ ツバクロ ツパメ ジバクロ ツパメ

トーツパクロ ツチツバメ

Fig．9 ミヤマツバクロ

桑 フルツク フクロウ フルツク フクコウ フルツク フクロウ

フクロー フクロ・ フク0，

F溶10 コーキチドリ

啄木 キツツキ テラツツキ キツツキ キツツキ オーゲラ テラツツキ
＊マツクイドリ キツツキ ＊マツクイドリ

＊キツツキ

Fig．12 ＊ケラツツキ

目高 ネンブゴ類 メダカ ケンバイゴ メダカ ハェノコ類 メダカ

タンコ ＊タイオ メ□タンゴ ケンバイゴ類 ＊メイタ

＊タイコポウ ハェノコ ネンパ類 ＊タイオ

＊ネンブツゴ メダカ メンバイゴ類 ＊タコポウ

Fig．15 メメタンゴ ＊ネンブツゴ

蜷 ガポー ゴウナ ニナ ニナ ニナ ニナ ニナ

二一ナ ＊ゴウナ

ゴ・三ナ

F転18 ニラ



付表 r中国五県言語地図』と産物資料 項目対照表 No．2

語
地 岩国地域 岩国産物帳 玖珂熊毛郡 玖珂熊毛郡 徳山地域 徳山産物帳 周防産物帳

蟻地獄 コそコモ コモコモ グル毛一ジ グルモージ グルモウジ

コモコモ・ 濠グルモウジ クルグル毛ロジ グルモンジ・

Fig．22 コモコモ

麟 クロツチ クロツズ クロツズ キリギリス クロツズ クロツズ クロツズ

キ□キ□ キリギリス クロツツ ＊キリギリス

Fi＆24 ＊ギイス コ□ロギ

女郎蜘蝶 ジヨーログ毛 ジョウロウグモ ジヨーログそ ジヨログそ ジヨログ毛 ジヨロウグモ ジヨウロウグモ

ジョ□リグそ ＊ダンジリ ダイジヨーグそ ＊マダラ

ダイジヨーグ毛 ダイジヨグそ ＊ダンジリ

Fig．26 へ口タイグそ

鰻 イナゴ イナゴ キナンド・ キナンドウ キナンド・ フシュウ イナゴ

ギナ！ゴー 球キリンドウ ギナンド□ キナンド ＊イナゴ ＊ギナンドウ

Fig．29 ギース ギ・ス 沸キリンドウ

赤鏑蛤 ショーリョトンポ ショウリョウトンボウ ショ□リョトンポ ショウリョウトソポウ ショ・リョトンポ アカトンポウ

ショロロロトンポ 漆アカトンポウ ショーロトンポ アカトンポウ アカトンポ ＊ヤクシトンボウ
ショウリョウトンポウ

Fi＆30 稼アカトソボウ

鍋牛 デンデンムシ カタツブリ デンデンムシ カタツブリ デンデンムシ カタッブリ カタツブリ

ゼンゼンムシ ＊デデムシ カタッムリ カタツムリ ＊デデムシ

カタッムリ マイマイツブラ ＊マイマイツブリ

Fig．32 ＊グルモウジ

蜻蟻 ナメクジ ナメクジリ ナメクジ ナメクジ ナメクジリ ナメクジリ

ナメックジ ナマックジ

ナメタ ナメタレ
Fig．33 ナメツクリ オヒメサマ

ナマツクリ オヒメサー
ナマズ

鰯 カマキリ カマキリ カマキリ カマキリ カマキリ カマキリ カマキリ

F喜36 カマツクリ ＊カマツクリ カマツクリ ＊カマツクリ

黄金虫 ガンガフ ブイブイ アブフムシ アブフムシ？ カナブンブン コガネムシ コガネムシ

カナプン カナブイプイ カネウジ プイプイ ＊マツノハクイムシ
カナカナブイ カナブン 議カナブイブイ

カナブンブン ＊ヒトリムシ
ブンブン
カナブイプイ

Fig．38 キンキンムシ

紙魚 シミ シミ シミ シミ ツミ シミ

Fig．39 シミ

嬢蜻 ケフ ケフ ケフ ケフ ケフ ケフ ケフ

Fig．40 ＊タスキ ＊タスキ

穀象虫 ツミ コメムシ ツミ ツミ コメムソ

Fig．幼 濠ツミ

r瞑還魁黒“推』Q掠1111醜職 →くギ
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付表 r中国五県言語地図』と産物資料項目対照表 No．3

語
地 岩国地域 岩国産物帳 玖珂熊毛郡 玖珂熊毛帳 徳山地域 徳山産物帳 周防産物帳

土蜂 ドロバチ ジガバチ ジカパチ ジガバチ ドロパチ ジガバチ ジガバチ

イガバチ タブミ ドロバチ ツチバチ ツチパチ ＊コシポソ
ツチバチ
＊アナバチ

Fi＆42
＊アゼナブリ
＊アゼスイ
タプミ

麟 クパンバチ シシパチ クマンバチ クマバチ クマンバチ クマバチ クマパチ

スズメバチ クマバチ クワンバチ シシバチ シシバチ

クバンバチ ヱンド□バチ
シシバチ ダンゴバチ

F・g43 シシクバン

大きい鋼 ブト プト ブト プト ブト ブト ブト

F1g坐
毛虫 オコゼ ケムシ ケムシ ケムシ ヒゲウジ ケムシ

ヒゲムシ ＊ヒゲムシ オコゼ オコデ ＊ヒゲムシ

ケムシ ＊オコゼ オコデ ケムシ ＊オコゼ

F1g47 ヒデンウジ

蟻 アリコ アリ アリコ アリ アリコ アリ アリ

アリコ？ アリゴ？

F1g50 ＊アマコ？ 稼ママゴ？

擦 チョ・チョ チ9ウ チョ・チョ チョウ チ3・チョ チョウ チ9ウ
F1g51 チ8■

だに ダニ ヤエ ヤエ ヤエ ヤエ フツミ

フツビ イエダニ 凍フツビ

Flg52 ダ3 漆ヤエ（小）

水澄まし ミズスマシ ゴキアライ シロカキムシ マイマイムシ シ0カキムシ マイマイムシ

ゲンゴロ・ ＊イロハムシ マイマイコ ミズスマシ 瞭サオトメムシ

ミズスマシ 寮チャヒキムシ
磯イロハムシ

F・g53
＊ゴキアライ

あめんぼ アメンポ（一） アメ アメンポ（・） エブリサシ ウマムシ アメ

スイジンサン ＊カワク毛 ミズスマシ ＊シオウリ

＊アメソドウ ＊カワグモ

エブリサシ ＊アメンドウ

Fi＆艘 ＊オンポウムシ 然シオカラ
ヱブリサシ
＊オンポウムシ

田亀 ヤゴ タガメ オンポ□ ナイノコノオヤ タガメ

オンポ
オソポロサ□

F喝55
ナェゴノオヤ

蝦纂 ワンピキ ワンビ辛 ワンビキ ヒキ ドンビキ ヒキガヱル？ ヒキ

ワンヒョ・ ドンビキ ワンビキ ＊ワソビキ

硝g56 ドソビキ



付表 r中国五県言語地図』と産物資料 項目対照表 No．4

語
地 岩国埴域 岩国産物帳 玖珂熊毛郡 玖珂熊毛帳 徳山地域 徳山産物帳 周防産物鰻

殿様蛙 ヒキ ヒキ？ アオビキ カェル？ トノサマガエル アオガエル？ アオヒキ？

トノサマガエル アカビキ ヒキ？

F溶57 トノサマガヱル

もぐら ウグロ ウグロそチ ウグロ ウグ0毛チ そグフ ウグロそチ ウグロそチ

ウグラ ウグラ

ウグラそチ ウグロ

Fi＆59 モグラ そグロ

蜥蜴 トカケ トカケ トカケ トカケ トカケ トカケ トカゲ

F毎61
＊トカキリ

いもり イそリ イ毛リ イモリ イ毛リ イ毛リ イモリ

Fi＆62 イモ□ラ・

やもり ヤモリ ヤそリ ヤモリ ヤ毛リ ヒチブ ヤそリ

Fな63 シチブジヤ シチブジャ

青大将 ネズミトリ クチナワ ネズミトリ ダタ クチナワ ネズミトリ

アオダイショ・ オオダタそウリ ダタモリ ヤマシ オオダタモウリ

ヘビ ネズミトリ ダタ アオダイシヨロ ケタ毛チ

Fi＆64 アオクチナワ 楽サツマ

ケタそチ
＊サツマ

蟻 ハミ マムシ ハミ マムシ ハミ ハミ マムシ

Fi＆67 マムシ ＊ハミ マムシ 紗、ミ 議クチバミ 稼ハミ

木通 アケビ アケビ アケビ アケビ アケビ アケビ

アキビ 稼アキソドカズラ アキビ 終アキンドカズラ

Fi373
馬酔木 ゴマイリ アセポノキ ゴマイリシバ ウバノテヤキ パンチャゲノキ ウバノァヤキ

＊ゴマイリ ゴマイリ ＊ゴマイリ チャンチャケシバ 濠アセポノキ

Fi＆74 サルヌメリ ウマゴロシ ＊アセポノキ センジシバ 漆ゴマイリ

＊ウバノテヤキ

春菜萸 グメイ ナワシログミ ハルグイメ ナワシログイメ ナワシログミ

ナワシログイメ ナワシログイミ
グイメ グイメ

Fig．75 グイミ

秋菜萸 グイメ アキグミ アキグイメ アキグミ グイメ アキグミ

＊グイメ グイメ 療グイメ グイミ ＊グイメ

F転76 ＊ヤマグミ ＊ヤマグミ

虎 ハイタナ イタドリ イタドリ イタドリ イタドリ イタドリ

F．77

昼顔 ヒルガオ ヒルガオ チョ□センァサガオ ヒルガオ ノアサガオ ヒルガオ ヒルガオ

アサガオ 稼カッコウ ヒルガオ チョ・センアサガオ ＊チョコバナ ＊カッコウ

＊チョコバナ

Fig．79
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付表 r中国五県言語地図』と産物資料 項目対照表 No．5

語
地 岩国地域 岩国産物帳 玖珂熊毛郡 玖珂熊毛帳 徳山地域 徳山産物帳 周防産物帳

曼珠沙翠 ヒガンバナ マンジュシヤゲ ヒガンバナ センザイゴウフ モメフ そメフ マンジュシヤゲ

イットキパナ ＊イットキバナ ドクバナ ＊マヱギシャ ヒガンバナ ＊イットキグサ

ドクパナ ＊ウシモメラ イットキバナ ＊オニそメラ ＊オオモメラ

球オオそメラ そネラ 球イットキグサ ＊ポデ

＊ポデ テクサレバナ ＊シシグサ

＊シシグサ ウシモメラ

ナツズイセン ＊シビトバナ
＊ナツズイセン
＊センザイゴウ0

＊ニュウドウ毛メラ
＊マェギシヤ

F1g80 ＊オニそメラ

山百合 ヤマユリ ゴウロ ゴーラ ユリ ゴーフ ヒメユリ ユリ

オリュリ ＊センセンゴウロ ヤマユリ カッコウ ユリ ＊ゴウラ

ヤマゴウウ ノユリ 球ササユリ

＊シャクジョウユリ カッコウ

Fig．81 濠ゴウラ ヒメユリ

ササゴウラ ゴウロ

＊ハタケユリ ＊ゼンゼンゴウロ
＊ウグイス

山葡萄 オンボ・マメ エビカズラ ヤマブドー ヤマブド□ エビカズフ

F・g82 ヤマブドー ノブドー ノブド・

合歓木 コロカイ ネブリノキ ネブノキ ネブリノキ ネブノキ ネブリノキ ネブリノキ

ネブリノキ ネプリノキ コ・カイ ＊コウカイ 漆コウカイ

F・g83 コ・カイ

酢漿 カンカングサ カタバミ スイスイ カガミグサ カタバミ カタバミ

＊カガミグサ スイバ ＊カタバミ ＊カガミグサ

F・g艶 ミツバ

酸葉　F．85 スイスイバ スイバ スイパ類 スイバ スイパ類 スイバ スイパ

龍のひげ オクメノメンタマ ジ8ウガヒゲ ジユード リ8ウノヒゲ ジユ□ド バク毛ン リ3ウノヒゲ

ジロノメ・タマ 壕リ邑ウガヒゲ ジ・ナメ ジ旦・ダンボ ＊リ呂ウノヒゲ ＊ジョウガヒゲ

ジ□トパロノメータマ リュロゴ ジ3一ジュ・ダマ ＊イワスゲ

F・g86 リューゴダマ ＊カゲロウグサ

サルトリイバラ カシワイギ カワライパラ カシワイギ サルトリイギ カシワイギ サルトリイバフ サルトリイギ

サンキライ ＊サルトリグイ イギ イギ ＊サルトリイギ ＊サルトリグイ

F1g88 イギ 泰カワライパラ

騨 ハナガラ ツユクサ ハナガラ ハナガラ ハナガフ カメガフ ハナガフ

＊ハナガラ ＊ハナガラ 藷ツユクサ

＊カマツカ ＊カマツカ

酌g89
＊カメガラ

麟 レンゲ ゲンゲ ゲンゲ レンゲバナ ゲンゲ レソゲパナ レンゲバナ

晦．91 ゲンゲ レンゲ レンゲ ＊ホトケノザ ゲンゲ



付表 『中国五県言語地図』と産物資料 項目対照表 No．6

語
地 岩国地域 岩国産物帳 玖珂熊毛郡 玖珂熊毛帳 徳山地域 徳ψ産物帳 周防産物帳

董 ス毛・トリグサ スミレ スモ・トリグサ スミレ ジロバー スモウトリグサ スミレ

スそウトリグサ ス毛・トリバナ ス毛一トリグサ ＊スモウトリ

スミレ ＊ドウドウウマグサ

Fig．92

杉菜 スギナ スギナ スギナ スギナ スギナ スギナ ウギナ

Fig．95 ＊トウナ 諸トウナ

土筆 ツクツクポーシ ツクツクシ ヒガンポロズ ツクシ ヒガンボロズ ツクヅクシ ツクシ

ホ■シ ＊ホウシ ヒガンポーサ■ ＊ツクツクシ ＊ツクシ ＊ヒガンポウズ

ツクシ ホーシ ホウシ

Fig．96 ツクシ

審蘭 ハコリ ハイコリ ハコリ ホウクリ ホ■クリ ホウクリ

ジ・ババ□ ＊ハクリ ハコロボ□ズ ＊ハイコリ

ホコリポトケ ハコロポロサ‘ ＊ハクリ

Fig．97 ジーバ・

木賊 トグサ トクサ トグサ トクサ トグサ トクサ

Fig．98 ハスリ ハスリ ハスリ

はζぺ ヒズリ ノ、コベ ヒズリ ヒズリ ヒズリ ノ、コペ ヒズリ

Fig．99 ＊ヒズリ 議ハコペ 漆ヒズリ 謙ハコペ

母子草 ホウコグサ トノサマヨモギ トノサマヨモギ そチグサ ホウコグサ

毛チグサ ホウコグサ ＊ノゴウシ
＊モチグサ

F喜100
淋トノサマグサ

どくだみ ジョ・ロクサ ドクダミ ジョーロクサ ε3ロドグサ ゴゼナ

ドクダミ ＊ケイセイグサ ジョロログサ ＊ドクダミ

漆ノバイタナ ニュードグサ ＊ケイセイグサ

＊カキダノシ センチングサ ＊ノバイタナ

Fig．101 ドクダミ ＊カキダノシ

蚕豆（ソラマメ） エンド・ ソラマメ ソラズ ト□マメ デンジクマメ ソフマメ

ソラマメ ＊オオエンドウ オロエンド□ キノクリエンド・ ＊ソラマメ ＊オオエンドウ

Fig．103 オロエンド‘

玉蜀黍 ナンマンキビ ナソバンキビ ナソマン ナンマン ナンバンキビ ナンバンキビ

ナンマン ナニ／マンキビ

Fig．104 トロキビ

南瓜 ナンキン ボウブラ ナンキン ポウブラ カポチャ ポウブフ ポウブフ

カポチャ ナンキン カポチヤ ナンキン ナンキン ナンキン

ポ□ブラ チョウセン ポ・ラ ポロポラ チョウセン

ボ・フラ ト□ブラ

ボ・タ

Fi＆110 ポブラ
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